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す
る
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us
ta

in
ab

le
 a

gr
ic

ul
tu

re
 p

ra
ct

ic
es

 a
t 

C
oo

pe
ra

tiv
e 

co
lla

ge
 

2-
4 

Co
m

pi
le

 
a 

m
an

ua
l 

on
 

su
st

ai
na

bl
e 

ag
ric

ul
tu

re
 

te
ch

no
lo

gy
 

3-
1 

M
od

ify
 fa

ci
lit

at
or

 tr
ai

ni
ng

 p
ro

gr
am

m
e 

3-
2 

Im
pl

em
en

t m
ic

ro
 p

ro
je

ct
s 

3-
3 

Pr
od

uc
e 

fa
ci

lit
at

or
 tr

ai
ni

ng
 m

at
er

ia
ls

  
4-

1.
 Im

pr
ov

em
en

t a
ct

iv
iti

es
 th

ro
ug

h 
m

on
ito

rin
g 

4-
2.

 E
st

ab
lis

h 
a 

m
on

ito
rin

g 
sy

st
em

 
4-

3.
 C

on
du

ct
 m

on
ito

rin
g 

re
se

ar
ch

es
 

4-
4.

 M
an

ua
ls

 fo
r m

on
ito

rin
g 

an
d 

ris
k 

m
an

ag
em

en
t

5-
1 

D
ev

el
op

 a
 d

ra
ft 

ve
rs

io
n 

of
 t

he
 i

m
pl

em
en

ta
tio

n 
gu

id
el

in
e 

5-
2 

Co
nd

uc
t p

re
 te

st
 

5-
3 

Fi
na

liz
e 

th
e 

im
pl

em
en

ta
tio

n 
gu

id
el

in
e 

IN
PU

T 
Ja

pa
ne

se
 si

de
 

 1
. H

um
an

 In
pu

ts
 

  
Lo

ng
 –

te
rm

 e
xp

er
ts

 
  

Sh
or

t-t
er

m
 e

xp
er

ts
 

 2.
 M

at
er

ia
l I

np
ut

s 
C

om
pu

te
r e

qu
ip

m
en

t 
Pr

oj
ec

to
r 

 
C

op
y 

m
ac

hi
ne

s 
V

is
ua

l e
qu

ip
m

en
t 

Eq
ui

pm
en

t f
or

 D
em

o 
(T

re
ad

le
 p

um
p,

 D
rip

 k
it)

4-
w

he
el

 D
riv

e 
Ve

hi
cl

es
 

B
us

 
Tr

an
sp

or
t B

ic
yc

le
 

Tr
an

sp
or

t M
ot

or
cy

cl
e 

 3.
 O

th
er

s 
C

/P
 T

ra
in

in
g 

in
 Ja

pa
n 

an
d 

th
ird

 c
ou

nt
ry

 
B

ud
ge

ta
ry

 a
llo

ca
tio

n 
fo

r M
ic

ro
 P

ro
je

ct
s 

Fu
el

 lu
br

ic
an

ts
 

In
pu

ts
 fo

r d
em

on
st

ra
tio

n 

 Za
m

bi
an

 S
id

e 
1.

 H
um

an
 In

pu
ts

 
PA

C
O

, S
FS

C
O

 
D

A
C

O
(S

A
O

,S
M

S,
B

EO
,C

EO
) 

M
M

C
R

S(
C

A
R

O
) 

C
oo

pe
ra

tiv
e 

C
ol

la
ge

 (P
rin

ci
pa

l, 
Fa

rm
 m

an
ag

er
) 

M
A

C
O

 H
Q

 (C
om

m
itt

ed
 m

or
e 

tim
e)

 
Fu

ll 
tim

e 
st

af
f f

or
 P

aV
iD

IA
 O

pe
ra

tio
n 

Ro
om

 
2.

 M
at

er
ia

l I
np

ut
s 

O
ffi

ce
s 

(M
A

C
O

 H
Q

, P
A

C
O

, C
oo

pe
ra

tiv
e 

C
ol

la
ge

), 
G

R
Z 

Tr
an

sp
or

t m
ot

or
cy

cl
e 

 
Pa

V
iD

IA
 O

pe
ra

tio
n 

R
oo

m
  

O
ffi

ce
 e

qu
ip

m
en

ts
 

(D
es

k 
+ 

ch
ai

r, 
te

le
ph

on
e,

 fa
x)

 
R

un
ni

ng
 c

os
ts

 (U
til

ity
, t

el
ep

ho
ne

) 
Fu

el
s 

St
at

io
na

ry
 

Tr
an

sp
or

t (
G

R
Z)

 4
W

D
  

; M
ot

or
cy

cl
e 

 
3.

 O
th

er
s 

B
ud

ge
ta

ry
 a

llo
ca

tio
n 

fo
r l

oc
al

 c
os

ts
 

G
R

Z 
A

llo
w

an
ce

 

(P
re

-c
on

di
tio

ns
) 

1.
 

A
gr

ic
ul

tu
ra

l 
ex

te
ns

io
n 

st
af

fin
g 

le
ve

ls
 a

t 
di

st
ric

t 
an

d 
ca

m
p 

le
ve

ls
 

re
m

ai
n 

un
ch

an
ge

d.
  

2.
 L

aw
 a

nd
 o

rd
er

 in
 th

e 
ta

rg
et

ed
 a

re
a 

is
 m

ai
nt

ai
ne

d.
 

*T
he

 te
nt

at
iv

e 
de

fin
iti

on
 o

f “
th

e 
pr

ac
tic

al
 m

od
el

” 
is

 a
 to

ta
lit

y 
of

 v
is

io
n,

 s
tra

te
gy

, b
ud

ge
tin

g,
 a

nd
 im

pl
em

en
ta

tio
n 

m
ec

ha
ni

sm
 b

y 
w

hi
ch

 P
aV

iD
IA

 c
ou

ld
 b

e 
m

at
er

ia
liz

ed
 b

y 
G

ov
er

nm
en

t o
f t

he
 R

ep
ub

lic
 o

f 

Za
m

bi
a 

(G
R

Z)
. 
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PD
M

 (v
er

.3
 d

ra
ft

 2
) 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
名
：

 孤
立
地
域
参
加
型
村
落
開
発
計
画
（

Pa
V

iD
IA

）
 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
期
間
：

 5
 年

間
 (
フ
ェ
ー
ズ

I：
20

02
年

6
月

 –
 2

00
7
年

5
月

) 
＋
 

2
年
間

 (
フ
ェ
ー
ズ

II
：

20
07

年
6
月

 –
 2

00
9
年

5
月

) 
対
象
地
域
：
チ
ョ
ン
グ
エ
郡

 +
 そ

の
他
の
孤
立
地
域

 
対
象
グ
ル
ー
プ
：
対
象
地
域
に
お
け
る
農
民

 
 

 
Ve

rs
io

n：
N

o.
 3

  
 

 
日
付
：

20
06

年
1
月

27
日

 
プ

ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
要

約
 

指
 

標
 

入
手
手
段

 
外

部
条
件

 
ス

ー
パ
ー
ゴ

ー
ル

 
ザ
ン
ビ
ア
の
孤
立
地
域
の
貧
困
が
軽
減
さ
れ
る
。

 
 

20
15

年
ま
で

 
孤
立
地
域
に
お
け
る
貧
困
ラ
イ
ン
下
の
人
口
割
合

 
U

N
報
告
書

 
C

SO
報
告
書

 
 

上
位
目
標

 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
で

確
立

さ
れ

た
、

孤
立

地
域

の
貧

困
削

減

を
目

的
と

し
た

参
加

型
村

落
開

発
モ

デ
ル

が
他

の
地

域
で

実
現
・
展
開
さ
れ
る
。

 
 

1 
ザ
ン
ビ
ア
政
府
に
よ
っ
て
実
施
さ
れ
た
マ
イ
ク
ロ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

数
 

2 
マ
イ
ク
ロ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
施
農
村
に
お
け
る
、
農
業
収
入
の
増
加

 
M

A
C

O
年
間
報
告
書

 
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
後
調
査

 
 

 

プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
目
標

 (
フ

ェ
ー
ズ

II
：

20
09

年
ま
で

) 
孤

立
地

域
の

参
加

型
村

落
開

発
の

実
用

モ
デ

ル
*が

確
立

さ
れ
る
。

 
 

20
09

年
5
月
ま
で

 
以
下
に
示
す
目
標
の
達
成
が
、
ザ
ン
ビ
ア
国
政
府
に
よ
っ
て
認
識
さ
れ
る
。

 
 （
フ
ェ
ー
ズ

II
の
開
始
前
に
計
画
さ
れ
る
。）

 
 

 プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
年
間
報
告
書

 
 孤

立
地

域
に

お
け

る
ザ

ン
ビ

ア
政

府
の

村
落

開
発

支
援

が

継
続
す
る
。

 

プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
目
標

 (
フ

ェ
ー
ズ

I：
20

07
年

ま
で

) 
Pa

V
iD

IA
の

た
め

の
主

要
な

実
施

メ
カ

ニ
ズ

ム
が

確
立

さ

れ
る
。

 
 

20
07

年
5
月
ま
で

 
以
下
に
示
す
目
標
の
達
成
が
、
ザ
ン
ビ
ア
国
政
府
に
よ
っ
て
認
識
さ
れ
る
。

 
1.

 研
修
と
テ
キ
ス
ト

/マ
ニ
ュ
ア
ル
等
の
ま
と
め

 
2.

 マ
イ
ク
ロ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
施
モ
デ
ル
村

3
村
と
持
続
的
農
業
の
展
示
農

地
4
箇
所

 
3.

 研
修
講
師
陣

 (
完
全
で
は
な
い
・
ま
だ
独
立
し
て
い
な
い

) 
 

4.
 P

O
R
及
び
関
連
機
関
の
明
確
化
さ
れ
た
役
割

 

 M
A

C
O
年
間
報
告
書

 
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
年
間
報
告
書

 

 

成
 

果
 

1 
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
管
理
機
関
が
確
立
さ
れ
る
。

 
  2 

持
続

的
農

業
技

術
パ

ッ
ケ

ー
ジ

（
マ

ニ
ュ

ア
ル

お
よ

び

モ
デ
ル
農
民
）
が
確
立
さ
れ
る
。

 
  3 

普
及
員
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
確
立
さ
れ
る
。

 
 4.

 モ
ニ

タ
リ

ン
グ

と
リ

ス
ク

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

手
法

が
確

立

さ
れ
る
。

 
 5 

Pa
V

iD
IA

実
施
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
確
立
さ
れ
る
。

 
 

 1-
1 

M
A

C
O
を
通
じ
た
、

PO
R
へ
の
活
動
資
金

 
1-

2 
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
管
理
事
務
所
に
人
材
の
配
属

 
 2-

1 
マ
ニ
ュ
ア
ル
（

Ve
r.1

）
の
完
成

 
2-

2 
持
続
的
農
業
の
実
施
を
通
じ
て
、
農
業
収
入
が
増
加
し
た
農
民
の
数

 
2-

3 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
パ

ッ
ケ

ー
ジ

か
ら

持
続

的
農

業
技

術
を

採
用

し
た

マ
イ

ク
ロ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
施
村
の
数

 
3-

1 
研
修
の
テ
キ
ス
ト
と
マ
ニ
ュ
ア
ル
、
及
び
講
師

 
3-

2 
マ
イ
ク
ロ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
実
施
す
る
村
落
の
数

 
4-

1.
 モ

ニ
タ
リ
ン
グ
及
び
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
文
書
及
び
マ
ニ
ュ
ア
ル

 
4-

2 
実
施
さ
れ
た
マ
イ
ク
ロ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
継
続
発
展
さ
せ
る
村
落
の
数

 
 5-

1 
Pa

V
iD

IA
実
施
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
完
成

 
 

 M
A

C
O
年
間
報
告
書

 
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
年
間
報
告
書
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 1.
 プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
実

施
の

た

め
の

資
金

が
利

用
可

能
で

あ

る
。

 
2.

 プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

地
域

に
お

い
て
、
大
被
害
と
な
る
よ
う
な

洪
水

あ
る

い
は

干
ば

つ
が

発

生
し
な
い
。

 
3.

 プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

関
係

職
員

が
業
務
を
継
続
す
る
。

 
 

活
 

動
 

1-
1.

PO
R
（

Pa
V

iD
IA

 O
pe

ra
tio

n 
Ro

om
）
を
確
立
し
、
強

化
す
る
。

 
1-

2 
マ
イ
ク
ロ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
用
の
資
金
を
探
し
、
予
算
を

取
り
付
け
る
。

 
1-

3 
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
活
動
に
つ
い
て
の
広
報
を
行
う
。

 
 2-

1 
モ

デ
ル

農
民

お
よ

び
提

案
さ

れ
た

農
業

技
術

を
調

査

す
る
。

 
2-

2 
モ
デ
ル
農
民
の
土
地
に
お
い
て
、
オ
ン
フ
ァ
ー
ム
持
続

的
農
業
を
実
施
す
る
。

 
2-

3 
農
協
大
学
に
お
い
て
、
持
続
的
農
業
の
展
示
を
お
こ
な

う
。

 
2-

4 
持

続
的

農
業

技
術

に
関

す
る

マ
ニ

ュ
ア

ル
を

取
り

ま

と
め
る
。

 
 3-

1 
普
及
員
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
修
正
す
る
。

 
3-

2 
マ
イ
ク
ロ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
実
施
す
る
。

 
3-

3 
普
及
員
研
修
教
材
を
作
成
す
る
。

 
 4-

1 
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
活
動
を
通
じ
た
改
善
活
動
を
す
る
。

 
4-

2 
一
つ
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
を
確
立
す
る
。

 
4-

3 
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
研
究
を
実
施
す
る
。

 
4-

4 
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
及

び
リ

ス
ク

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

の
マ

ニ

ュ
ア
ル
を
つ
く
る
。

 
 5-

1 
実
施
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
ド
ラ
フ
ト
を
作
成
す
る
。

 
5-

2 
予
備
テ
ス
ト
を
実
施
す
る
。

 
5-

3 
実
施
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
完
成
す
る
。

 

投
 

入
 

日
本
国
側

 
 1

. 
人
材

 
  

長
期
専
門
家

 
  

短
期
専
門
家

 
 2.

 機
材

 
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
機
器

 
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー

 
コ
ピ
ー
機

 
視
聴
覚
機
器

 
展
示
用
機
材

 (
足
踏
み
ポ
ン
プ
、
ド
リ
ッ
プ
キ
ッ

ト
) 

4W
D
車

 
バ
ス

 
自
転
車

 
自
動
二
輪

 
 3.

 そ
の
他

 
本

邦
あ

る
い

は
第

三
国

に
お

け
る

カ
ウ

ン
タ

ー

パ
ー
ト
研
修

 
マ
イ
ク
ロ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
予
算

 
燃
料

 
展
示
の
た
め
の
費
用

 

 ザ
ン
ビ
ア
国
側

 
1.

 人
材

 
PA

C
O
（
シ
ニ
ア
フ
ィ
ー
ル
ド
サ
ー
ビ
ス
調
整
官
）

 
D

A
C

O
 (
シ

ニ
ア
農

業
官
、

専
門

技
術
員

、
ブ
ロ

ッ
ク
普
及

員
、
キ
ャ
ン
プ
普
及
員

) 
マ
ウ
ン
ト
マ
ク
ル
中
央
農
業
試
験
所

 (
農
業
研
究
所
長

) 
農
協
大
学

 (
校
長
、
フ
ァ
ー
ム
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

) 
M

A
C

O
本
部

 (
現
況
以
上
の
時
間
を
費
や
す

) 
PO

R
（

Pa
Vi

D
IA

 O
pe

ra
tio

n 
R

oo
m
）
の
専
属
職
員

 
 2.

 機
材

 
事
務
所

 
(M

A
C

O
本
部
、

PA
C

O
、
農
協
大

学
) 

自
動
二
輪

 
PO

R
（

Pa
Vi

D
IA

 O
pe

ra
tio

n 
R

oo
m
）

 
事
務
機
材

 
(机

 +
 椅

子
、
電
話
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
な
ど

) 
運
営
費
（
電
熱
・
水
道
費
、
電
話
料
金
な
ど

) 
燃
料

 
文
房
具

 
4W

D
車

 
自
動
二
輪

 
 3.

 そ
の
他

 
ロ
ー
カ
ル
コ
ス
ト

 
出
張
手
当
て

 

前
提
条
件

 
 1.

 郡
お

よ
び

キ
ャ

ン
プ

に
お

け
る

農
業

普
及

員
の

水
準

が

維
持
さ
れ
る
。

 
2.

 対
象

地
域

の
治

安
が

維
持

さ
れ
る
。

 
 

*「
実
用
モ
デ
ル
」
の
現
段
階
に
お

け
る
定
義
（
案
）
は
、「

ザ
ン
ビ
ア
政
府
に
よ
っ
て

Pa
V

iD
IA

が
具
体
化
さ
れ
る
た
め
に
必
要
な
、
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
、
戦
略
、
予
算
、
お
よ
び
実
施
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
一
体
化
し
た
も
の
」

を
指
す
。

 

 注
) 

フ
ェ
ー
ズ

Iの
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
目
標
は
、

20
07

年
5
月
の
達
成
予
定
と
な
っ
て
お
り
、
上
記
の
活
動
お

よ
び
成
果
は
フ
ェ
ー
ズ

Iの
み
の
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
フ
ェ
ー
ズ

II
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
目
標
は
、

20
09

年
5
月
に
達
成
さ
れ
る
予
定
と
な
っ
て
い
る
が
、
そ
の
活
動
お
よ
び
成
果
は

20
06

年
12

月
（
予
定
）
に
実
施
さ
れ
る
フ
ェ
ー
ズ

I終
了
時
評
価
の
際
に
設
定
す
る
。

 

 日
本
語
訳
の
注
）
本

PD
M

は
英
文
で
記
載
さ
れ
た

PD
M

を
日
本
語
に
翻
訳
し
た
も
の
で
あ
る
。
英
文
に
よ
る

PD
M

を
も
っ
て

R
/D

が
締
結
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
日
本
語
訳

PD
M

と
英
文

PD
M

に
差
異
や

解
釈
の
差
が
あ
る
場
合
に
は
、
英
文

PD
M

を
本
文
と
し
て
対
応
す
る
。
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終了時評価調査団の主な調査項目  
 

調査項目  現状及び問題点  対処方針  
妥当性    
タ ー ゲ ッ ト グ

ル ー プ の ニ ー

ズとの整合性  
 

すべての関係者から本プロジェク

トの目的及びアプローチが、ターゲ

ットとしているグループである孤

立地域住民のニーズに合致してい

ることが確認された。  
ほぼすべてのマイクロプロジェク

ト実施村で、村民によるプロジェク

ト委員会の活動は継続しており、ニ

ーズの高さを表している。一方で、

実施されたマイクロプロジェクト

のコンポーネントの一部には、継続

的に利用するにいたっていない施

設や資機材（ミシンや油絞り機な

ど）がある。  
 

十分な利用にいたっていない

施設や資機材についての理由

について明確化し、本プロジェ

クトのニーズとの整合性につ

いて検証する。  
 

上 位 計 画 と の

整合性  
・ ザンビア政府の農業政策や貧困

削減戦略書（PRSP）においては、

引き続き貧困の根絶及び食糧安

全保障と収入向上を目標として

おり、また計画・実施プロセス

においては、国民の参加を推奨

している。  
・ 当プロジェクトは、孤立地域の

村落での参加型によるマイクロ

プロジェクト実施による貧困削

減のためのモデルを構築すると

いう目的で実施されており、こ

れら上位政策との整合性が高

い。  
・ 一方で、最近の農業省 (MACO)

の政策の視点はより市場に則し

た輸出指向型の農業を推進して

おり、社会開発または絶対貧困

者支援としての農業という視点

からの推移が見られる。農業政

策には「孤立地域の支援」とい

う文言が明記されてはいない。

・ MACO の関係者からは、本プロ

ジェクトが MACO 及びザンビア

政府の政策に完全に一致するも

のとしてみられているようであ

るが、最終的な確認が必要。  
 

ザンビア政府の今後の政策の

方向性を確認し、孤立地域の貧

困根絶の支援という視点が農

業政策の中で重要となるのか、

明確化する。  

有効性    

付属資料 7 終了時評価調査団の主な調査項目
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プ ロ ジ ェ ク ト

目 標 の 達 成 度

合い  

・ マニュアルはすでにドラフトレ

ベルで草稿されており、研修講

師も基本的なレベルで育ってい

る。  
・ 研修で展示するモデル村となる

村および持続的農業のサイトの

候補も育ってきている。  
・ PaViDIA の管理機関である POR

は農業省（MACO）の下に位置

づけられており、人材も質量と

もに少ないが育ってきている。

・ よってフェーズ I としての目標

「実施メカニズムの確立」とい

うレベルは達成可能。  
・ ただしフェーズ II の目標である

全国展開戦略や財政も含めた

「モデルの確立」というレベル

にはさらなる支援活動が必要。

・ フェーズ II における具体的

なプロジェクトのスコープ

について、現地関係者と確

認する。  
・ すでに現地関係者によって

作成されているフェーズ II
用の PDM（案）を確認し、

改良点があれば、アドバイ

スする。  
 

効率性    
成果の達成度  全体として、成果目標の達成はされ

ている。  
 

現地で各成果達成について確

認する。  

投入の活用度  村レベルで実施されている Micro 
Projects の中で十分に活用されてな

い 投 入 が 散 見 さ れ て い る が 、

PaViDIA プロジェクトとしての投

入はすべて有効に活用されている。

Micro Projects の活用度を調べ 、

Micro Projects による村の開発のモ

デル的なアプローチを探るのが、本

プロジェクトの目的である。よっ

て、Micro Project の投入の活用度は、

本プロジェクト自体の効率性の判

断材料には値しない。  
ザンビア側のカウンターパートの

人材投入がかならずしも十分でな

い、という課題がある。  

現地で投入財の活用状況につ

いて確認する。  
Micro Project の活用について

は、現地関係者、特に村民や普

及員などの意見交換の中で確

認する。  
 
ザンビア政府関係者に、 JICA
の CD の取り組みと、カウンタ

ーパートの投入の重要性につ

いて説明し、改善について助言

する。  

インパクト    
プ ロ ジ ェ ク ト

が 与 え た イ ン

パクト  

Micro Project を実施した村では、

個々のレベルの差はあるが、コミュ

ニティーファンドの設立、施設によ

る時間短縮効果、村としての問題解

決力の増強など、様々な正のインパ

クトがあった。  
ザンビアのカウンターパートにと

っても、個々のレベルの差はある

が、技術移転のインパクトがあっ

た。ただし、投入が少なかったため、

十分ではない。  
 

 

上 位 目 標 へ の 上位目標は PaViDIA 村落開発モデ フェーズ II の実施可能性の確
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達成度合い  ルがザンビアの他の地域でも実施

されるということである。すでにフ

ェーズ I においても、北部州など他

地域への展開の萌芽がみられる。フ

ェーズ I のプロジェクト目標はほぼ

達成する見込みであり、このままの

方向でフェーズ II のプロジェクト

目標も達成していけば、上位目標も

達成できる可能性が高い。  
一方で全国展開のための戦略がま

だ十分に具体化され、共有されてい

ない。  
フェーズ II では、より具体的な全国

展開のための戦略づくりやそのた

めのザンビアの人材育成及び組織

育成に重点を置く必要がある。  

認。  
仮にフェーズ II が実施される

となると、ザンビア側の人材投

入を含めたコミットが増加す

ることが求められるが、その実

現可能性とザンビア側の意思

の確認。  
具体的なフェーズ II のイメー

ジづくりと基礎となる PDM の

作成。  
 

自立発展性    
制度的・組織的

側面  
本プロジェクトで開発された村落

開発アプローチは、ザンビア関係者

の中で基本的なコンセプトは理解

されている。参加型アプローチは既

にザンビアでも新しい考え方では

なく、農業省（MACO）でも、本ア

プローチを実施するための基礎的

なキャパシティーは十分にある。講

師も、アプローチを根本から修正す

るにはいたっていないが、概念やプ

ロセスを研修し、部分的な修正を加

えるというレベルでは十分に育っ

てきている  
POR という PaViDIA を展開するた

めのオフィスが MACO の下に置か

れているため、制度的には自立発展

性はある。  
 

仮にフェーズ II が実施された

場合の講師の育成について確

認。  
POR の MACO での位置づけに

ついて再度確認。  

財政的側面  PaViDIA に基づいて Micro Projects
を実施する際には、POR などの実施

を側面支援するための組織の予算

が必要となるが、その予算を担保す

るだけの予算措置が現在ではとら

れていない。  
現在は、2KR を利用した北部州への

展開を始めているが、それ以前には

ザンビア側からの資金的なサポー

トは十分ではなく、POR 運営費やモ

ニタリング活動は日本からの補助

に頼っていた。  
予算が逼迫している中で、ザンビア

の予算の実情に合わせたアプロー

チの部分的な修正が必要。  

PaViDIA の予算措置について

具体的な方針があるか確認。  
仮にフェーズ II が実施された

場合に、日本側とザンビア側の

財政的な負担について、ザンビ

ア側の考え方を聞き、その実現

度を確認。  
 

その他    
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プ ロ ジ ェ ク ト

の 運 営 プ ロ セ

スについて  

プロジェクトにおける日本人専門

家及びザンビア人のカウンターパ

ートの間に、プロジェクトのとらえ

方や仕事のスタイルのギャップが

ある。  

関係者に対して、相手国カウン

ターパートの仕事のやり方や

関係について、実情や問題点な

どを確認する。  
 

評 価 プ ロ セ ス

について  
今回の評価は、関係者の学びの機会

を提供し、より改善を重視した参加

型で行った。  
 

関係者に対して、参加型評価の

アプローチの有効性と問題点

について、確認する。  
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協議議事要旨（1） 

 

日 時：2006 年 10 月 15 日（日）9:00-13:00 

 

場 所：JICA ザンビア事務所 
 

目 的：日本側調査団よりプロジェクト専門家へのインタビュー 

 

出席者：日本側調査団（北中、森、児玉谷）、PaViDIA 専門家（高橋、金澤、松田、三好） 

JICA ザンビア事務所（乾、舛岡、西畑）【敬称略】 

 

内 容： 

 

１．参加者紹介 

 

２．日程確認 

 

３．参加型終了時評価報告書討議及びコメントに対する回答 

 事前に送付した日本側調査団からのコメント及び質問に対する回答 

（１） 報告書全体について 

評価報告書として各ステークホルダー（農家レベルからマネージメントレベル）の平均点を 

記載しているが、参加型評価の特徴として上げられている「視点の違い（diversified viewpoints）」

を報告書に添付する。追記 
 

（２） 妥当性 

① ＭＰでの村落に対する投入 

・ 投入が利用されていない理由（準備段階にあること）追記 

例）若い牛を購入したため牛耕のトレーニングが必要、油搾り機を購入したが原料の油

の収穫に至っていないなど、今後活用が予定されている。追記 

・ プロジェクトにおける MP の位置づけを P5 Background of the Project に「MP での経験を通

じて、実用的な参加型村落開発計画に反映させる」の重要性を追記 

・ 投入が活用しているか否かではなく、MP の実施を通じて農民が学ぶこと、そのプロセス

のモニタリングが重要、具体的事例を用いて評価報告書「教訓」に記載 

→MP での学びのプロセスの重要性をザ国政府のマネージメントレベルへ伝える。 

 

② 持続的農業の普及 

・ 技術が普及するまでには時間を要するが、開発された技術を普及するプロセス（key farmer

付属資料 8 終了時評価調査団議事録 
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を通じて）は構築されている。回答 

・ 持続的農業に対して農民は必要性を認識している。回答 
 

③ MACO の政策とプロジェクトアプローチとの合致 

・ National Agricultural Policy には、市場向けと小・中規模農家への支援も記載されている。

追記 

・ 貧困削減に対するアプローチとして、経済開発（farming as business）と社会開発（community 

based）の手法があり、両者は相互補完関係にある。 

・  
（３） 有効性 

   特になし 

 

（４） 効率性 

① ザ国側からのプロジェクトへの投入 

・ 中間評価以降、ザ国政府からの投入として POR への人の配置が一部行われているが、普及

員への旅費の支給はプロジェクトから行われている。回答 

→日本側調査団からザ国への C/P ファンドへの投入について要指摘 

 

② 村落への MP 資金の送金の遅延 

・ 2004 年度、2005 年度は農業省を通じて郡へ資金を送金したが、2006 年度は直接郡へ送金

としたため、改善されている。回答 

・ MP 資金の精算は普及員が POR へ精算報告書を提出、事前に資金の用途を計画しているの

で、精算におけるトラブルはない。回答 

・  
（５） インパクト 

① MP 実施後の状況 

・ 正のインパクトとして Annex P35 にあるとおり、農民自身でサブプロジェクトを実施して

いるケースがある。追記 

・ 負のインパクトとして村落の中での争いがある。参加型村落開発を行う上で起こりうるこ

ととして教訓・提言に記載 

例：ザ国ケースとしては head man を MP に巻き込むことで改善された。 

 

② MP 実施時の vulnerable や gender に対する配慮 

・ トレーニングマニュアルに MP 実施時には 30%以上女性、70%以上の戸数がワークショッ

プに参加することを義務付けている。回答 

・ PaViDIA がどの層を対象としているか追記 

・  
（６） 自立発展性 

  特になし 

 

50



４．フェーズ２PDM（案）検討 

（１） ザ国農業省におけるプロジェクトの位置づけ 

・ POR はプロジェクト終了後に永続的に存在するものではないと認識している。回答 

・ 孤立地域の貧困削減を所掌する部署はない。回答 

→プロジェクト終了後の PaViDIA メカニズムの中心となる部署について、MACO 表敬時に要

確認 

 

５．JCC のミニッツ検討 

（１）M/M 案の説明 

＜案１＞ 

 日本側評価調査団 ＋ ザ国側評価調査団 ＝ Joint Evaluation Team 

 

＜案２＞ 

 Participatory Evaluation Team に日本側評価調査団が参加 

→Japanese Team ではなく Japanese Evaluation Team であれば案２で問題ない。 

 

（２）評価報告書のたたき台 

① 結論：日本側調査団にて案の作成 

② 提言：高橋リーダー及び C/P にて案の作成 

③ 教訓：ワークショップ時に作成 
 

６．その他 

（１）MP の原資について 

・ 1 戸あたり$100 としているが、現実的なレベルでの検証が必要問題提議 

例）国家予算規模、プロジェクトコスト、農民の生活費などとの比較が必要コメント 

・ パイロットとして$50 で実施し検証予定回答 

・ 本部から農村開発部類似案件（開発調査マリ案件）からの情報提供 

 

以上 
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協議議事要旨（2） 

 

日 時：2006 年 10 月 16 日（月）12:00-13:00 

 

場 所：POR（農協大学内） 

 

目 的：日本側調査団から C/P へのインタビュー 

 

出席者：日本側調査団（北中、児玉谷、森）、 

 

C/P Mr. M Sekereti (Action Senior Agricultural Officer, Chongwe) 

Mr. Chizuyuka (Farm Manager, Cooperative College) 

Dr. K Masuhwa (Principal Farm Management Officer) 

Mr. B Noombo (Subject Matter Specialist (Extension), Chongwe) 

 

内 容： 

 

１． 日本人専門家のパフォーマンスに対する評価 

・ 意思決定をする際に、日本人専門家で決定しているケースがあり、決定の過程について十

分に C/P に説明がないことがある。 

・ 十分なコミュニケーションを取れば改善できる。 

意思決定時の C/P の参加 

 

２． フェーズ１に対する評価 

・ 農民レベル、マネージメントレベルでのキャパビルは十分にされている。 

・ プロジェクトの活動を通じての学び（日本人専門家からデータの管理方法、他地域への視

察を通じた技術移転など）がある。 

・ PaViDIA の手法は画期的なものであった。 

 

３． フェーズ２に向けてのコメント 

・ ザ国側のインプットの限界もあるので、ローカル NGO などを巻き込んだ形で PaViDIA を

活用（NGO 向けの研修の実施）してはどうか。 

・ C/P が活動する上で voluntary base のケースがあり、十分な incentive が欠けている。 

・ 他ドナーでは給与の補填などの措置がある。給与補填という形でなくても、旅費の支給な

どの対応をしてほしい。 

・ 日本側の予算とザ国側の予算をひとつの予算としてそこから活動資金を支出してはどうか。 

C/P 活動のための incentive 

 

53



４． 評価報告書に対するコメント 

・ PaViDIA は政府の政策として貧困削減が掲げられていて、妥当性は高い。 

・ ただし、ザ国側の予算の限界があり、ザ国側の PaViDIA に対する貢献や参加はないがない

ため、ドナーからの支援は必要である。 

・ 限られた予算を効率的に活用するためにも、現在の grant ではなく低利の融資により資金

が循環するような枠組みが必要では。（但し、制度作りが別途必要となる。） 

MP 資金確保及びザ国側のプロジェクト実施体制整備 

 

以上 
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協議議事要旨（3） 

 

日 時：2006 年 10 月 16 日（月）16:00-17:00 

 

場 所：POR（農協大学内） 

 

目 的：日本側調査団から日本人専門家へのインタビュー及び意見交換 
 

出席者：日本側調査団（北中、児玉谷、森） 

日本人専門家（高橋、松田、金澤、三好、川瀬） 

 

内 容： 

 

１． 日本人専門家のパフォーマンスに対する評価 

・ 意思決定において C/P が参加していないことについて、専門家として決定に対する責任の

問題もあり、全てを相談できないこともある。専門家 

・ C/P とは月例ミーティングを開催しておりコミュニケーションを取っており、特に専門家

内で意図的に排除するような意識はない。専門家 

C/P とのコミュニケーション 
 

２． C/P に対する評価 

・ フルタイムで 1 名、パートタイムで 6 名の配置があり、中間評価段階に比べると評価でき

る。専門家 

・ 活動する上で voluntary base もある中で C/P は協力的である。専門家 

・ しかし、C/P への incentive として voluntary base だけに頼るのではなく旅費の支給などを検

討したい。専門家 

→C/P をプロジェクトの活動に参加させるためにもアフリカの状況を考えると、ある程度の

経費の支給は必要である。調査団 

C/P への incentive C/P の確保 
 

３． フェーズ２に向けてのコメント 

・ 持続的農業技術をより効果的に活用するため拡大を考えているか。調査団 

→フェース１では普及員向けのマニュアルの作成が終了したため、今後は MP のひとつのコ

ンポーネントとして考えている。なお、農協大学内のデモファームは農協大学で管理する

形で残すことを検討している。専門家 

・ 妥当性は高いが自立発展性が十分に確保されていないという結果を踏まえて、MP 資金を

grant ではなく loan とする議論はあるか。調査団 

→loan とすることで、支払いができない vulnerable が参加できないことが予想される。

PaViDIA は村全体に対するアプローチであり、開発により抜け落ちる層がでないよう配慮
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するため grant の形をとっている。専門家 

・ 持続的農業技術では、一部農家だけに裨益することがないよう受益者負担の形をとってい

る。専門家 

・ ローンや受益者負担の可能性について専門家内での検討を行ったところ、ローンの内容に

よっては返済されているケースもある。専門家 

・ フェーズ２で目標が達成され日本側の協力が終わり、自立発展性が確実に確保されてプロ

ジェクトを終了することを想定せずに全国展開のための体制作りのため、追加的なインプ

ット（C/P の確保など）を検討してほしい。調査団 

・ 農業省内のトップレベルでの本プロジェクトの位置づけ（どの程度重要視されているか）

は、表敬時に確認する。調査団 

持続的農業技術の MP への活用 PaViDIA 全国展開のためのトライアル 
以上 
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協議議事要旨（4） 

 

日 時：2006 年 10 月 18 日（水）10:00-11:30 

 

場 所：MACO 

 

目 的：日本側調査団から C/P へのインタビュー 
 

出席者：日本側調査団（北中、児玉谷、森） 

MACO 

  Mr. J.J. Shawa (Director, Planning and Co-operative Dvelopment) 

    Dr. R. Kamona (Deputy Director, Agriculture) 

Mr. I.M. Akayombokwa (Acting Director, Agriculuture) 

 

内 容： 

 

１． MACO の政策の中で PaViDIA アプローチの位置づけ 

・ 人口の 6 割は農家のため農村開発は貧困削減のための重点項目である。 

・ National Agricultural Policy の中では食糧安全保障が掲げられている。 

・ 食糧安全保障には国家レベルと世帯レベルがあり、PaViDIA は世帯レベルに対する協力と

して重要である。 

 

２． MACO での PaViDIA の位置づけ 

・ CEO の数も増加し、バイクなどの移動手段が増えてキャパシティは強くなった。 

・ 評価は高い。 

・ 参加型開発は MACO 内で十分に認識されている。 

 

３． PaViDIA の全国展開について 

・ MACO の通常業務として展開することは可能。 

・ ターゲットを最貧困層とすると成果を出すのは非常に難しい。 

・ 貧しい地域（北部州や西部州）への展開は意義がある。 
 

４． 最貧困層へのアプローチ 

・ 限定された農民にフォーカスすることは難しいが、小規模灌漑や畜産のコンポーネントを

通じて、最貧困層へも裨益することは可能。 

 

５． POR 実施体制 

・ MACO の組織である農協大学を利用していること、また人員を MACO から出していると

おり、PaViDIA は MACO の通常業務として位置づけている。 
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・ そのため、自立発展性は見込める。 

・ プロジェクトの実施体制は、MACO から人員を引き抜くのではなく、パートタイムとして

配置することが適当である。 

・ フェーズ２の全国展開に向けて、POR を MACO 本省内に移動することを検討している。

そのためのスペースの確保も検討している。 

・ 人員の配置が足りないことについては、本省への POR 移動により対応可能。 

・  
６． MP の評価 

・ プロセスを通じて農民が学ぶことは非常に重要である。 

・ 肥料を購入することができない地域では、少ない投入によりアウトプットが得られる持続

的農業は有効なアプローチである。 

・ また、EU などでは農産品の基準（農薬）が厳しくなっていることも今後追い風となると

思われる。 

 

７． PaViDIA のアプローチ（社会開発と経済開発の両面）について 

・ 農業省としては経済開発分野が重点項目となっている。 

・ MP での社会開発的コンポーネントは経済開発分野の追加補完的役割であれば問題ない。

（クリニックの建設など） 

 

８． 地方分権化について 

・ 地方分権化の中で、予算が地方に配分されれば各地方で独自に実施する可能性もある。 

 

９． フェーズ２に向けて 

・ より多くのトレーナーを訓練すること。 

・ MP のコンポーネントとして持続的農業技術をより組み込むこと。 

・ POR を MACO 本省内に移動し強化すること。 

・ PaViDIA を実施している地域での PaViDIA の NGO への研修。 

・ PaViDIA を他機関向けに広く売り込んでいきたい。 

・ Fund を他ドナー（WB など）から確保する努力をしている。 

 

以上 
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付属資料 9
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